


 

別紙                    氏 名   櫻井  直樹     

質 問 事 項 

 

№  １   

 駅前広場における障がい者用停車スペースについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 市が作成したボードゲーム「ダンジョンナビゲーター」の体験会や「ごちゃ

まぜ運動会」の内容が新聞報道され、本市では、障がいについて理解を深める

取組が進められています。 

 その中で、名鉄瀬戸線尾張旭駅、旭前駅、印場駅の駅前広場には、障がい者

用停車スペースという表示があります。しかし、朝の通勤・通学の時間帯に家

族を送ってくる対象外の車両が、障がい者用停車スペースに停車してしまい、

車椅子を使っている家族を送ってきた車が、そのスペースに止められないこと

があると聞きます。 

 そこで、以下の３点について答弁を求めます。 

 

（１）障がい者用停車スペースの設備内容について 

   駅前広場における障がい者用停車スペースが、どのような設備内容にな

っているのか伺います。 

 

（２）障がい者国際シンボルマークの路面標示について 

   障がい者国際シンボルマークは、「すべての障がい者を対象としたマー

ク」で、世界共通のシンボルマークです。「優先停車スペース」の位置を

示すサインとして路面標示は、自動車から見て認識しやすく、情報伝達に

優れた効果的なサインとされています。 

   駅前広場に、障がい者用停車スペースという表示看板だけではなく、障

がい者国際シンボルマークを路面標示することについて伺います。 

   

（３）三郷駅周辺まちづくり事業について 

   三郷駅周辺まちづくり事業が進む中、まちづくり計画案には、北口駅前

広場と南口駅前広場の整備計画が示されています。それぞれの駅前広場に

障がい者用停車スペースの表示及び障がい者国際シンボルマークの路面

標示がされるのか伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名    櫻井  直樹        

質 問 事 項 

 

№  ２   

学校生活における水の補充について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 地球温暖化による異常気象で、連日、夏日が続き、子どもたちは、毎日、大

きな水筒を持って登校しています。 

 しかし、下校時までに水筒の中身は無くなってしまうこともあり、水の補充

が必要になりますが、どのようにして、水を補充しているのでしょうか。 

 また、近年では、夏休みに入る前から熱中症の危険性が高まる中で、中学校

では、片道３０分以上も掛けて登下校している遠距離通学生徒がいます。 

 猛暑日、酷暑日の炎天下に、重い荷物を背負って３０分以上も歩くのは、登

下校中に熱中症になる可能性があり、とても危険です。更に、この異常気象は、

今後、悪化するばかりと言われています。 

 そこで、以下の３点について答弁を求めます。 

 

（１）学校の水道水の飲用指導について 

   運動場や校舎内の手洗い場の水道水の飲用について、子どもたちにどの

ように指導しているのか伺います。 

 

（２）水筒の水の補充について 

   学校生活で水筒の中身が無くなったときに、子どもたちは、どのように

水を補充しているのか伺います。 

 

（３）中学校遠距離通学生徒の登下校中の熱中症予防について 

  ア どのような対策を取っているのか 

  イ 下校時の給水ポイントの設置について 

    状況によっては、下校時に灼熱状態であることも懸念されます。 

    生徒の下校時に、通学路に近い小学校や公民館、児童館などを給水ポ

イントとして、冷水機などを設置することができないか伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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